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補充問題  塾技 14 状態変化① 

 

（開成高改題） 

1 問題 

2 問題 
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3 問題 



  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（千葉県） 



  

 

 

     

「塾技 14  」（1）より，一般に，物質は液体から固体になる（凝
ぎょう

固
こ

する）と体積が減る。そのため，

液体のろうが固体になると，体積が減ってくぼみができる。このとき，「塾技 14  」より，状態が変

化しても粒子の数は変わらないため質量は変わらず，単位体積あたりの質量である密度は大きくなる。 

ろうが固体になると，体積は小さくなるが，

質量は変わらないので密度は大きくなる。 

 

     

問 1 

A：物質が固体から液体へと状態変化することを融解という。 イ 

B：物質が液体から気体へと状態変化することを気化という。気化には蒸発と沸騰の 2 種類があり，蒸

発は液体の表面で起こる気化，沸騰は液体の内部から気体となった物質の泡がいっせいに出てくる

気化である（p174用語チェック「塾技 14」4．沸騰を参照）。 キ 

C：物質が固体から気体へと状態変化することを昇華という。 エ 

 

問 2 Aで，液体のろうを冷やしたら中央がくぼんで固体になったことから，ろうは液体から固体に凝固

すると体積が減少することがわかる。「塾技 14  」より，体積が減少しても質量は変わらないので，

固体のろうは液体のろうよりも密度は大きくなる。よって，液体のろうの中により密度の大きい固

体のろうを入れると，固体のろうは沈む。 

 沈む，理由：固体よりも液体の方が密度が大きいから。 

問 3    物質名：二酸化炭素，化学式：CO2 

問 4 二酸化炭素が固体から気体へと昇華するとき，周りから熱をうばう。このとき，周りの空気が冷

やされ，空気中に含まれていた水蒸気（気体）の一部が水滴（液体）に変化し，白煙（小さな水滴

の粒）となって見える。 

 物質名：水，状態：液体 

 

 

（1）物質が固体から液体へと変化することを融解，そのときの温度を融点という。 融点 

（2）① 固体が液体に変化している間は，加えられた熱がすべて融解のためだけに使われ，温度が上が

るためには使われないため，温度がほぼ一定になる。 イ 

② 同じ純粋な物質であれば，量に関係なく融点は一定である。 ウ 

（3）物質が状態変化すると，粒子の集まり方が変わり体積は変化するが，粒子自体の数は変わらない

ため，質量は変わらない。 ウ 

 

塾技 14  補充問題 解答・解説 
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